
平
成
二
十

月
一
日
（

（
隔
月
一
日
発
行
）

No.453

り ん せ い

2017

月号5

岡
山
県
林
政
課
内

岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
│
四
│
六
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平成28年の全国の県別

ヒノキ丸太生産量が

発表されたと聞きました。

　その結果は？
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一
　
は
じ
め
に

　

鳥
取
県
と
接
し
て
い
る
岡
山
県
真
庭

郡
新
庄
村
で
来
年
、
創
業
１
２
０
周
年

を
迎
え
る
國
六
株
式
会
社
新
庄
事
業
所

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
黒く
ろ

田だ

眞ま

し

ろ路
さ
ん

（
54
歳
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

二
　
國
六
株
式
会
社
へ
の
就
職

　

新
庄
村
生
ま
れ
の
黒
田
さ
ん
は
、
ま

ず
は
、
米
子
市
に
あ
る
会
社
に
勤
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
通
勤
や
営
業
活
動
に
よ

り
、
子
育
て
な
ど
の
家
族
と
の
時
間
が

と
れ
ず
、
地
域
活
動
も
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
地
元
へ
の
転
職
を
決
意
し
た
と

振
り
返
り
ま
す
。

　

会
社
に
初
め
て
誘
わ
れ
た
時
は
お
断

り
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
黒
田
さ

ん
が
子
供
の
頃
に
見
た
、
ブ
ナ
林
が
大

量
に
伐
採
さ
れ
る
光
景
が
悪
い
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
残
っ
て
い
た
た
め
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
会
社
へ
訪
問
し
、
事
業
内
容

な
ど
を
知
る
う
ち
に
入
社
す
る
こ
と
に

な
り
、
住
宅
用
の
建
築
資
材
販
売
の
営

業
職
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
会
社
が
保
有
す
る
社
有
林
の
素
材

生
産
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
を
契
機
に
黒
田
さ
ん
も
林
業
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

三
　
社
有
林
で
の
森
林
づ
く
り

　

社
有
林
は
新
庄
村
内
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
を
中
心
と
し
て
約
１
，
４
０
０
㌶
を

有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
管
理
す
る
現

地
事
務
所
と
し
て
新
庄
事
業
所
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
田
さ
ん
は
こ
の
事
業
所
に
勤
務
さ

れ
、
平
成
11
年
か
ら
は
事
業
所
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
有
林
の
管
理
で
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
、
伐
採
に
お
い
て
皆
伐
は
行
わ
ず
、

針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
面
積
を
半
々
に
残

し
、
ト
チ
ノ
キ
な
ど
広
葉
樹
を
積
極
的

に
植
栽
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

黒
田
さ
ん
は
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
れ
て
お
り
、
広
葉
樹
の
植
栽

も
先
の
展
望
は
分
か
ら
な
い
が
１
０
０

年
先
、
１
５
０
年
先
が
楽
し
み
で
「
夢

が
あ
る
」
と
お
話
し
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
地
域
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
世
代

に
バ
ト
ン
パ
ス
し
な
が
ら
、
後
々
、
笑

わ
れ
な
い
よ
う
な
森
林
づ
く
り
を
し
た

い
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

四
　
森
林
の
利
用
で
地
域
の
活
性
化

　

森
林
を
単
一
的
に
捉
え
ず
、
川
の
源

流
と
し
て
の
森
林
、
観
光
と
し
て
の
森

林
、
経
済
林
と
し
て
の
森
林
、
労
働
・

仕
事
を
作
り
出
す
森
林
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
方
が
多
様

な
社
会
で
は
た
く
さ
ん
の
楽
し
み
が
あ

る
と
黒
田
さ
ん
は
お
話
し
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
思
い
か
ら
、
広
大
な
社
有

林
を
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー

や
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
コ
ー
ス
、
中
学
生
の

職
場
体
験
、
県
南
の
子
供
た
ち
を
山
へ

招
待
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
な
ど
か
ら
、
情
報
発
信

す
る
だ
け
の
Ｐ
Ｒ
よ
り
も
、
皆
さ
ん
に

森
林
へ
来
て
い
た
だ
き
、
直
接
、
森
林

の
風
や
香
り
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
く

方
が
良
い
と
の
お
考
え
か
ら
だ
そ
う
で

す
。

　

特
に
若
い
人
達
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

大
切
で
、
将
来
に
向
か
っ
て
森
林
の
良

き
理
解
者
を
育
て
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
、
ど
の
よ
う
に
森
林
へ
足
を
運
び
、

ど
の
よ
う
な
体
験
を
提
供
で
き
る
の
か
、

そ
れ
を
考
え
る
こ
と
は
自
分
の
役
目
と

も
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
岡
山
大
学
と
の
連
携
に
主

体
的
に
関
わ
り
、
大
学
生
が
森
林
・
林

業
を
体
験
で
き
る
受
け
入
れ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
体
験
が
新

た
な
視
点
や
物
事
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
り
、
将
来
、
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

五
　
お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
の
は
、

協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
々
を
は
じ
め
、

会
社
が
理
解
を
示
し
、
信
頼
し
て
く
れ

て
い
る
お
陰
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
本
業

で
あ
る
社
有
林
の
管
理
・
経
営
も
適
正

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
お
話
し

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

言
葉
の
端
々
に
、
黒
田
さ
ん
の
感
謝

の
気
持
ち
や
情
熱
、
責
任
感
の
強
さ
が

伝
わ
り
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
ご
活
躍
さ

れ
る
姿
が
楽
し
み
で
す
。

（
林
業
普
及
指
導
員　

馬
場
宏
治
）

岡
山
・
森
林
列
伝

【
真
庭
普
及
指
導
区
】

モザイク状に伐採して

広葉樹植栽を植栽した様子
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若
葉
が
薫
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
森
林
研

究
所
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
誌
上
を
お

借
り
し
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

森
林
研
究
所
は
、
昭
和
27
年
に
林
業

試
験
場
と
し
て
開
設
さ
れ
、
65
年
の
歴

史
が
あ
り
、
開
設
当
時
の
苗
木
生
産
拠

点
と
し
て
の
貢
献
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま

で
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
様
々
な
成
果

を
上
げ
な
が
ら
本
県
林
業
発
展
の
一
翼

を
担
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
さ
ら
に
、
森
林
・
林
業
に
お
け
る

新
た
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
つ

つ
、
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
な
ど
地

域
の
要
請
に
沿
っ
た
実
用
的
な
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
度
は
21
の
課
題

に
取
り
組
み
ま
す
が
、
中
で
も
①
シ
カ

被
害
軽
減
に
向
け
た
防
除
技
術
の
研
究
、

②
軸
組
耐
力
壁
用
途
と
し
て
の
県
産
ヒ

ノ
キ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
性
能
評
価
、
③
生
産
現

場
に
適
応
し
た
岡
山
県
産
木
質
防
火
材

料
の
製
造
技
術
の
開
発
の
新
規
３
課
題

と
、
④
コ
ン
テ
ナ
苗
を
用
い
た
低
コ
ス

ト
造
林
技
術
の
確
立
、
⑤
マ
ツ
タ
ケ
の

省
力
栽
培
技
術
の
開
発
、
⑥
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
の
乾
燥
状
態
の
向
上
に
関

す
る
研
究
の
継
続
３
課
題
、
合
計
６
課

題
は
、
県
林
業
を
よ
り
高
い
水
準
に
導

く
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
普
及
指
導
区
を
通
じ
た

相
談
へ
の
対
応
や
、
森
林
学
習
講
座
の

開
催
、
各
種
研
修
の
実
施
な
ど
、
林
業

技
術
普
及
指
導
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
つ
つ
、
少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
優
良
種
苗
の
供
給
や
木
材
業
界
の

技
術
力
を
支
援
す
る
性
能
評
価
試
験
の

実
施
な
ど
、
林
業
・
木
材
産
業
の
現
場

の
要
望
に
応
え
る
実
務
に
も
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
研

究
所
を
目
指
し
て
努
力
す
る
所
存
で
す

の
で
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

木
材
を
供
給
す
る
森
林
に
は
、
水
を

育
む
水
源
の
涵か
ん

養
機
能
や
、
大
雨
の
時

な
ど
に
洪
水
や
土
砂
崩
れ
を
防
止
す
る

治
山
治
水
機
能
な
ど
、
多
く
の
公
益
的

な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
機
能

は
、
活
発
な
林
業
の
生
産
活
動
の
も
と
、

間
伐
な
ど
の
森
林
の
適
正
な
整
備
が
行

わ
れ
る
こ
と
で
、
初
め
て
十
分
に
発
揮

さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
の
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林

は
、
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る

も
の
が
多
く
、
公
共
建
築
物
に
限
ら
ず
、

幅
広
く
利
用
促
進
を
図
る
好
機
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
県
産
材
の
利
用
を
促

進
し
、
健
全
な
森
林
の
育
成
並
び
に
林

業
及
び
木
材
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
岡
山

県
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」
が
制
定
さ

れ
、
平
成
29
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
県
産
材
の
利
用
の

促
進
は
、
県
産
材
の
積
極
的
な
活
用
を

通
じ
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
り
、

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
と
と
も
に
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少

な
い
循
環
型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
よ

う
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

基
本
理
念
の
も
と
、
県
、
市
町
村
、
林

業
や
木
材
産
業
等
の
関
係
事
業
者
及
び

県
民
等
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
、
県

産
材
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
県
で
は
、
条
例
に
基
づ
き
策

定
す
る
指
針
に
よ
り
、
県
産
材
の
利
用

の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推

進
し
、
そ
の
実
施
状
況
を
毎
年
、
公
表

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
林
政
課
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
林
政
課
林
業
木
材
班
）

岡山県（第４条、第7条、第９条）
・ 基本理念に即した県産材の利用の促進に関する総合

的な施策の策定、実施
・ 県産材の利用の促進に関する施策を総合的に推進す

るため、指針を策定
・ 市町村が行う県産材の利用の促進の取組への助言・

協力

県民及び事業者（第５条）
・ 基本理念についての理解を深め、県産材の利用の促

進に協力するよう努力

関係事業者（第６条）
・ 関係事業者の相互連携・協力

条例で定める県産材の利用促進における役割

森林研究所長

岡本  安順

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

岡
山
県
県
産
材
利
用
促
進

条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
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１　主要事業の概要

平成29年度の森林・林業関係の主要事業をご紹介します。

　県政において、最上位に位置付けられる「新晴れの国おかやま生き活きプラン」が策定され、平成29年度

からの４年間で各種施策を実施します。「生き活き岡山」の実現と「21　おかやま森林・林業ビジョン」の

目標達成を目指し、次の主要事業に取り組んでまいります。

●おかやまの木で家づくり支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【担当課：林政課林業木材班】

　木材需要の大半を占める住宅建築において、木造住宅の普及を促進し、

品質の安定した県産乾燥材の積極的な利用を推進するため、県産乾燥材を

一定量以上使用した住宅を新築する方へ助成します。

　１　助 成 額　　１件当たり　20万円

　２　主な採択条件

　　① 　県内に自ら居住するための新築一戸建て木造の個人住宅（建売住宅も含む）で、主要構造部材に８㎥以上

の県産乾燥材を使用し、その使用量が木材使用量全体の50％以上を占める住宅

　　②　住宅の規模は、延床面積80㎡以上のもの　等

●公共空間県産材利用促進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【担当課：林政課林業木材班】

　公共施設や学校、社会福祉施設等の公共建築物や観光地、商店街など多

数の集客が見込まれる公共的な空間において、県産材を使用した床・壁の

内外装や県産材製机・椅子等の木製用具、案内板やベンチ等を整備する場

合に必要な経費の一部を助成します。

　１　事業主体　　　市町村及び公共建築物等を整備する者

　２　補 助 率　　　１／２以内（上限2,000千円／事業主体）

●ＣＬＴ利用促進支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【担当課：林政課林業木材班】

　公共施設や不特定多数の集客が見込まれる施設等において、ＣＬＴを利

用した建築物の木造化・木質化及び案内板やベンチ等の木製品を導入する

場合に必要な経費やＣＬＴを構造体として利用した建築物の設計に必要な

経費の一部を助成します。

＜ＣＬＴ利用施設等支援＞

　１　事業主体　市町村及び公共建築物等を整備する者

　２　補 助 率　補助対象経費の１／２以内（木製品の導入については、上限1,000千円）

＜ＣＬＴ利用建築物設計支援＞

　１　事業主体　市町村、公共建築物等を整備する者

　２　補 助 率　補助対象経費の１／２以内（上限3,500千円／施設）
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●おかやまの森林・林業を支える担い手対策事業　　　　　　　　　　　　  【担当課：林政課普及指導班】

　人工林の豊富な森林資源を活用して林業のサイクルを循環させ、成長産業化につなげていくために

は、優れた担い手が必要不可欠であることから、市町村等と連携した担い手対策への支援等により担い

手の確保・育成を図ります。

［晴れの国おかやまの林業就業促進事業］

　１　事業主体　県、（公財）岡山県林業振興基金

　２　事業内容

　　　Ｉターン等の就業希望者への働きかけによる就業促進への支援。

　　　（就業ガイダンス、林業体験、情報発信等）（補助率：定額）

［林業インターンシップ促進事業］

　１　事業主体　県

　２　事業内容　林業関係学科の高校生等を対象にした林業技術に関する学習機会の提供

［地域林業の担い手サポート事業］

　１　事業主体　市町村

　２　事業内容

　（１ ）市町村が協議会を設置し、雇用・定住対策との連携により実施する就業相談や林業体験等の担い手確保の

取組

　　　　（補助率：定額。ただし新規200万円、継続150万円上限）

　（２）新規就業者に必要なチェーンソー等の機材を導入する認定事業体等への支援

　　　　（ 補助率：１人当たり補助対象経費の１/ ２以内。ただし、補助対象経費20

万円上限）

［林業担い手育成総合対策事業］

　１　事業主体　（公財）岡山県林業振興基金

　２　事業内容

　（１）ニューフォレスター育成支援

　　　　・職場内研修支援

　　　　　　認定事業体等の新規就業者への職場内研修への支援

　　　　　　（補助率等：１人当たり月額５万円）

　　　　・技術習得支援

　　　　　　認定事業体等の現場作業員が、各種技能講習を受講する経費支援

　　　　　　（補助率等：定額）

　（２）安全装備等の導入支援

　　　　チェーンソー作業用防護衣、防音ヘルメット等の導入支援（補助率：１/ ２以内）

　（３）林業退職金共済制度への支援

　　　　林退共の掛金の一部助成（補助率：１/ ８以内）

　（４）林業事業体の経営改善

　　　・森林施業プランナーの育成支援（補助率：定額　ただし１事業体当たり40万円上限）

　　　・認定事業体が経営改善を図るための経費支援（補助率：定額　ただし１事業体当たり90万円上限）

［森林作業道作設オペレーター育成総合対策事業］

　１　事業主体　県

　２　事業内容　森林作業道作設を推進するオペレーター等の育成研修

［現場指導者育成対策事業］

　１　事業主体　県

　２　事業内容　 林業事業体の現場指導者を対象とする、伐倒技術、指導技術等の

向上のための実地研修

［林業労働安全衛生推進事業］

　１　事業主体　林業・木材製造業労働災害防止協会

　２　事業内容　 災害防止のための巡回指導、労働安全衛生推進会議の開催への支

援。（補助率等：定額）
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●快適森林環境創出事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【担当課：林政課森林保全班】

　荒廃した里山林等を人が心地よい姿へ整備するとともに、松くい虫やナ

ラ枯れの被害林等において被害木等を伐採し健全な姿に再生することによ

り、安全で快適な森林環境を創出し、併せて森林の持つ公益的な機能の回

復を図ります。

〔里山林等再生事業〕

　１　事業主体　　市町村、森林組合

　２　事業内容　　不用木や竹林の伐倒・整理、緩衝帯の整備、ベンチの設置等（補助率：定額）

〔松くい虫被害林再生（被害松林危険木伐倒）〕

　１　事業主体　　市町村

　２　事業内容　　道路沿線等の倒木の危険性がある松くい虫被害木の伐倒・整理（補助率：１／２以内）

〔松くい虫被害林再生（被害跡地更新）〕

　１　事業主体　　（１）市町村、（２）森林組合

　２　事業内容　　（１）当年度被害木の伐倒・整理、薬剤処理（補助率：１／２以内）

　　　　　　　　　（２）過年度被害木及び不用木等の伐倒・整理（定額）

〔ナラ枯れ被害林再生（広葉樹利用促進）〕

　１　事業主体　　（１）森林組合、木材生産業者等、（２）しいたけ生産者等

　２　事業内容　　（１）ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の運搬（定額）

　　　　　　　　　（２）ナラ枯れ被害の拡大を防止するために伐採された、しいたけ原木の倒木接種（定額）

〔ナラ枯れ被害林再生（広葉樹保全再生）〕

　１　事業主体　　市町村、森林組合

　２　事業内容　　重要なナラ林等を保全するための樹幹注入（補助率：市町村　３／４以内、森林組合　定額）

　　　　　　　　　被害木等の伐倒・整理、薬剤処理（補助率：市町村　３／４以内、森林組合　定額）

●林地台帳整備支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【担当課：林政課森林企画班】

　森林所有者の世代交代等により、森林所有者の所在や林地の境界が不明な森林が増加しており、森林

組合や林業事業体等が森林整備を進めるため所有者等を特定する作業に多大な時間とコストがかかっ

ている状況にあります。

　平成28年５月の森林法の改正において、市町村が統一的な基準に基づき、森林の所有者や林地の境界

に関する情報などを整備・公表する林地台帳制度が創設され、全ての市町村が平成30年度末までに林地

台帳を作成することとされました。

　このため、法務局の登記情報を入手し、県所有の森林簿等と登記情報を突合した基本データを整備し、

市町村へのデータの提供を通じて、円滑に林地台帳整備が進むよう市町村への支援を行います。

＜期待される効果＞

・現況調査の省力化

・施業集約化の促進

・路網の効率的な開設を支援

・ 生産性の高い高効率の作業システム

の構築
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●林道事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課林道班】

　林業経営の合理化や、間伐など森林整備の促進、山村地域の振興を図る

うえで基幹的な施設となる林道の開設・改良・舗装を計画的に推進します。

●治山事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【担当課：治山課治山班】

　山地災害から県土を保全し、森林の公益的機能の維持・向上や、良好な

生活環境の保全・形成を図るため、治山施設の設置による防災対策や荒廃

森林の整備を計画的に実施します。

●造林事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【担当課：治山課造林班】

　森林の有する水源涵
かん

養、地球温暖化防止などの公益的機能を持続的に

発揮させるため、間伐を中心とした適切な森林整備を継続的に実施する

とともに、小面積皆伐による少花粉スギ等への植替えを促進し、齢級構

成の平準化を図るなど、健全で多様な森づくりを推進します。

　特に間伐については、平成25年度から第８期間伐計画「おかやまの森

づくり間伐推進５カ年計画」に基づき年間5,400haを計画しており、引き続

き、造林補助事業や県民税事業等を活用し計画的な事業推進を図ります。

　①造林事業【国庫】

　②おかやま元気な森づくり推進事業【おかやま森づくり県民税】

　③少花粉スギ等普及促進事業【おかやま森づくり県民税】

路　線　数 総　延　長 林 道 密 度

1,383路線 2,135㎞ 4.8ｍ／ha

・林道の現況（平成28年度末見込）

事　業　名 平成29年度計画

治山事業（国庫補助分） 58箇所

森林維持管理事業 13箇所
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森林研究所だより（平成29年度の主な研究課題）

　森林研究所では、活力ある本県林業・木材産業の実現を目指すため、長期的な展望に立った試験研究を行っ

ています。研究課題については、森林・林業・木材関係者などから広く公募するなど、地域の要請に沿った

実用的な試験研究に取り組んでいます。

　主な試験研究課題一覧

区　　　分 課　　　　題　　　　名 年　度

育 林 育 種 コンテナ苗を用いた低コスト造林技術の確立　　　　　　　　　　　　（507千円） 27～29

森 林 保 護 　 シカ被害軽減に向けた防除技術の研究　　　　　　　　　　　　　  （907千円） 29～31

特 用 林 産

　 菌根性きのこのコンテナ感染苗育成技術の開発　　　　　　　　　  （402千円） 29～31

マツタケの省力栽培技術の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　（460千円） 28～30

岡山甘栗の栽培技術の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（402千円） 28～30

経 営 機 械
軽架線集材による搬出に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　（546千円） 28～30

森林作業道の路体強度に関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　（599千円） 28～30

計 林業研究室　　　７課題（3,823千円）

材質特性の解明 　 軸組耐力壁用途としての県産ヒノキＣＬＴの性能評価　　　　　　  （614千円） 29～31

加 工 技 術 の

開 発・ 改 良

　 生産現場に適応した岡山県産木質防火材料の製造技術の開発　　　  （824千円） 29～31

　 乾燥木材の生産・利用段階等の実態解明と問題点の検討　　　　　  （825千円） 29～31

木質バイオマス燃料の乾燥状態の向上に関する研究　　　　　　　　 （1,027千円） 28～30

伐採木材の高度利用技術の開発（受託）　　　　　　　　　　　　　　　（754千円） 25～29

計 木材加工研究室　５課題（4,044千円）

合　　　計 12課題（7,867千円）

【
シ
カ
被
害
軽
減
に
向
け
た
防
除
技
術
の

研
究
】

　

シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被
害
は
、
県
東

部
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、

生
息
範
囲
が
、
県
全
域
へ
拡
大
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
シ
カ
の
生
息
状
況

や
森
林
被
害
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
多
頭
捕
獲
が
可
能
な
捕
獲
柵
を

開
発
す
る
と
と
も
に
、
県
北
部
な
ど
積

雪
地
に
対
応
し
た
防
護
柵
と
そ
の
管
理

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

【
菌
根
性
き
の
こ
の
コ
ン
テ
ナ
感
染
苗
育

成
技
術
の
開
発
】

　

急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
コ
ン
テ
ナ

苗
木
を
利
用
し
、
ホ
ン
シ
メ
ジ
や
コ
ウ

タ
ケ
な
ど
高
価
な
菌
根
性
き
の
こ
を
生

産
す
る
た
め
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
感
染
に

適
し
た
種
菌
を
開
発
す
る
と
と
も
に
こ

の
種
菌
を
感
染
さ
せ
た
苗
木
を
林
地
に

植
栽
し
、
付
加
価
値
の
高
い
き
の
こ
の

生
産
を
目
指
し
ま
す
。

【
生
産
現
場
に
適
応
し
た
岡
山
県
産
木
質

防
火
材
料
の
製
造
技
術
の
開
発
】

　

県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
に

は
、
今
後
、
公
共
建
築
分
野
で
の
需
要

が
見
込
ま
れ
る
内
装
材
に
つ
い
て
、
難

燃
化
技
術
の
開
発
・
改
良
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
こ
の
た
め
、
実
大
材
に
お
け

る
薬
剤
の
注
入
処
理
条
件
等
の
解
明
、

注
入
薬
剤
の
溶
出
を
抑
制
す
る
技
術
に

つ
い
て
研
究
を
行
い
、
岡
山
県
産
材
に

よ
る
木
質
防
火
材
料
の
開
発
を
目
指
し

ま
す
。

コウタケの発生状況（久米南町）

コーンカロリーメーター

による燃焼試験

主
な
試
験
研
究
の
概
要
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林
業
に
お
け
る
労
働
災
害
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
発
生
率
は
全

産
業
の
12
倍
と
な
っ
て
お
り
、
「
労
働
災

害
の
な
い
安
全
で
快
適
な
職
場
」
づ
く

り
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の

労
働
災
害
に
は
職
場
の
安
全
教
育
が
徹

底
さ
れ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た

も
の
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
安

全
教
育
に
や
り
過
ぎ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

最
低
限
の
も
の
が
資
格
の
取
得
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
主
な

資
格
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
　
労
働
安
全
の
資
格

　

安
全
衛
生
教
育
、
特
別
教
育
、
技
能

講
習
、
免
許
に
区
分
で
き
ま
す
（
表
１
）
。

こ
れ
は
危
険
の
度
合
い
で
区
分
し
て
い

る
と
考
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
で
す
。

①
安
全
衛
生
教
育
は
、
新
規
就
業
者
が

職
場
で
安
全
か
つ
健
康
に
過
ご
す
た
め

に
、
労
働
安
全
衛
生
の
重
要
性
や
作
業

者
と
し
て
守
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
教
え

る
教
育
で
す
。
②
特
別
教
育
は
、
一
定

の
危
険
又
は
有
害
な
業
務
に
就
く
際
に

必
要
な
教
育
で
す
。
③
技
能
講
習
、
④

免
許
は
就
業
制
限
に
該
当
し
ま
す
。
就

業
制
限
と
は
資
格
を
有
す
る
者
で
な
け

れ
ば
、
そ
の
業
務
に
就
か
せ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。

　

免
許
は
国
家
資
格
で
免
許
試
験
に
合

格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
技
能
講

習
、
特
別
教
育
の
主
な
も
の
は
、
岡
山

労
働
局
長
登
録
教
習
機
関
で
受
講
・
修

了
す
る
こ
と
で
、
資
格
取
得
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
格
は
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
き
、
雇
用
契
約
に
基
づ
く
労

働
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

自
伐
林
家
な
ど
雇
用
さ
れ
て
い
な
い
方

に
対
し
、
資
格
取
得
の
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
安
全
教
育
が
必
要
な
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
受

講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習

修
了
者
の
方
も
、
定
期
的
に
最
新
の
講

習
テ
キ
ス
ト
を
手
に
入
れ
、
知
識
を
深

め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

二
　
使
い
方
で
異
な
る
資
格

　

自
伐
型
林
業
で
近
年
、
手
軽
に
集
材

で
き
る
と
話
題
の
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
ロ
ー

プ
ウ
イ
ン
チ
」
を
例
に
と
る
と
、
直
引

き
集
材
（
材
を
空
中
に
浮
か
せ
な
い
）

の
場
合
は
、
特
に
資
格
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
込

み
な
ど
で
空
中
に
浮
か
せ
る
場
合
は
特

別
教
育
「
動
力
に
よ
り
駆
動
さ
せ
る
巻

上
げ
機
の
運
転
の
業
務
」
が
、
ま
た
、

主
索
を
張
っ
て
搬
器
で
集
材
す
る
場
合

は
特
別
教
育
「
機
械
集
材
装
置
の
運
転

の
業
務
」
が
必
要
で
す
。
使
い
方
に
よ
っ

て
異
な
る
資
格
が
必
要
と
な
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
た
か
。

三
　
高
性
能
林
業
機
械
の
運
転
資
格

　

平
成
26
年
に
高
性
能
林
業
機
械
の
運

転
業
務
が
「
特
別
教
育
」
の
対
象
に
な

り
ま
し
た
。
「
技
能
講
習
」
を
要
す
る
車

両
系
建
設
機
械
（
バ
ッ
ク
ホ
ー
）
や
不

整
地
運
搬
車
を
ベ
ー
ス
マ
シ
ン
と
し
て

い
る
も
の
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
し
、
教
習
機
関
が
行

う
技
能
講
習
で
あ
る
車
両
系
建
設
機
械

等
と
は
異
な
り
、
事
業
体
内
で
の
特
別

教
育
と
さ
れ
て
お
り
、
教
習
機
関
で
は

全
国
的
に
も
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

四
　
そ
の
他
の
資
格

　

労
働
安
全
衛
生
法
上
の
資
格
以
外
に

も
、
技
術
者
の
育
成
の
た
め
の
資
格
が

あ
り
ま
す
。
（
一
社
）
日
本
森
林
技
術
協

会
が
資
格
認
定
・
登
録
す
る
「
林
業
技
士
」

（
八
部
門　

林
業
経
営
・
林
業
機
械
・
森

林
土
木
・
森
林
評
価
・
森
林
環
境
・
林
産
・

森
林
総
合
監
理
・
作
業
道
作
設
）
と
「
森

林
情
報
士
」
（
四
部
門　

森
林
航
測
・
森

林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ほ
か
）
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
「
森
林
総
合
監
理
士
」
と

い
う
国
家
資
格
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

「
市
町
村
森
林
整
備
計
画
、
森
林
経
営
計

画
の
作
成
支
援
な
ど
を
担
う
者
」
を
国

が
資
格
試
験
し
登
録
す
る
も
の
で
す
。

国
・
県
・
市
町
村
の
林
務
担
当
職
員
や
民

間
の
技
術
者
が
受
験
資
格
対
象
者
で
す
。

五
　
お
わ
り
に

　

資
格
取
得
の
た
め
に
は
、
時
間
を
割

い
て
、
勉
強
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

勉
強
し
た
だ
け
知
識
も
増
え
、
業
務
の

視
野
も
広
が
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
是

非
、
い
ろ
い
ろ
な
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

事
業
主
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
が
「
安
全
で
快
適
な
職
場
」
に
す

る
た
め
に
も
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
普
及
推
進
課　

林
業
普
及
推
進
班
）

林
業
で
必
要
な
資
格

表１　主な資格例（労働安全）

区分 資格（例示） 

①安全衛生教育 □刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育 

②特別教育 □車両系建設機械の運転に係る特別教育（機体重量 3㌧未満） 

 □伐木等機械の運転の業務に係る特別教育 

（フェラーバンチャ、ハーベスタ、プロセッサ、木材グラップル機、グラップルソー） 

 □走行集材機械の運転の業務に係る特別教育 

（フォワーダ、スキッダ、集材車、集材用トラクター） 

 □簡易架線集材装置等の運転の業務に係る特別教育 

（タワーヤーダ、スイングヤーダ、集材ウインチ機、簡易架線集材装置） 

 □玉掛けの業務に係る特別教育（つり上げ荷重 1㌧未満） 

 □伐木等の業務に係る特別教育（胸高直径 70cm以上の立木の伐採） 

③技能講習 □車両系建設機械運転技能講習（機体重量 3㌧以上） 

 □玉掛け技能講習（つり上げ荷重 1㌧以上） 

 □はい作業主任者技能講習 

④免許 □林業架線作業主任者免許 
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開催日時 場　　　所 行事名称・内容 問合せ・申込先等

29. 6.18（日）

9:30～14:00

高梁美しい森

及びその周辺

ブッポウソウ巣箱作成と生態観察会

環境省希少野生動植物絶滅危惧１Ｂに指定されて

いるブッポウソウ保護活動の一環として実施しま

す。どなたでも参加可能

参加費は無料

9:00までに高梁美しい森に集合

山野を歩ける服装、靴及び帽子、飲料水等持参

小学生以下の方には保護者同伴

NPO法 人 フ ォ レ ス ト

フォーピープル岡山

〒716-0038

高梁市浜町1285-1

TEL（0866）22－1000

29. 6.24（土）

29. 6.25（日）

イオンモール

岡山１階「未

来スクエア」

【おかやま木材フェスティバル】

・木造受託、県産材の相談コーナー

・木製品の展示、販売

・木育（木工教室、木のプール、ジャングルジム等）

一般社団法人

岡山県木材組合連合会

TEL（086）231－6677

期　　　日 申 込 期 間 会　　　　　場

平成29年７月６日（木） ４月21日～６月22日
体験学習施設百花プラザ
所在地：岡山市東区西大寺南1-2-3

平成29年８月29日（火） ４月21日～８月15日
マービーふれあいセンター
所在地：倉敷市真備町箭40-1

平成29年９月10日（日） ４月21日～８月28日
グリーンヒルズ津山リージョンセンター
所在地：津山市大田920

平成29年12月６日（水） ４月21日～11月22日
体験学習施設百花プラザ
所在地：岡山市東区西大寺南1-2-3

　受験手続き等詳細な手続きにつきましては、下記へお気軽にお問い合わせください。

　○岡山県農林水産部農村振興課鳥獣害対策室　　（ 0 8 6 ） 2 2 6 − 7 4 3 9

　○岡山県備前県民局農林水産事業部森林企画課　（ 0 8 6 ） 2 3 3 − 9 8 3 2

　○岡山県備中県民局農林水産事業部森林企画課　（ 0 8 6 ） 4 3 4 − 7 0 5 2

　○岡山県美作県民局農林水産事業部森林企画課　（ 0 8 6 8 ） 2 3 − 1 3 8 4

※詳細は申込先にお問い合わせください。
森林・林業関係イベント参加募集

平成29年度狩猟免許試験のご案内

お問い合わせ先
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樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り 樹種 長さ 径　級 直　材 小曲り

杉

３ｍ

14～16 12 ―

檜

３ｍ

14～16 17 13

18～20 12 ― 18～20 14 13

22～28 12 10 22上 14 12

４ｍ
18～22 10 ―

４ｍ

14～18 18.5 15

24～28 10 ― 20～22 14.5 13

６ｍ 16～18 15 13 24～28 15 13

松
３ｍ 18～22 10 8

６ｍ
16 29 25

４ｍ 18～22 10 8 18～20 29 25

・出荷材積　　　　　約1,600㎥

（共販所より概況）

杉概況：３ｍ、４ｍ

柱　材　横這い

中目材　横這い

元　木　横這い

檜概況：６ｍは16㎝以上の元太りの木である。

【３ｍ】　　　　　　【４ｍ】

柱　材　横這い　　柱　材　横這い

中目材　横這い　　中目材　横這い

元　木　横這い　　元　木　横這い

樹　　　種 寸　　　　　法 等級 区分 安値　～　高値（円/㎥）

ス　ギ
正角３ｍ　10.5㎝角 特 等 Ｋ 50,000（直送）～55,000（市場）

正角３ｍ　12㎝角 特 等 Ｋ 50,000（直送）～55,000（市場）

ヒノキ
正角３ｍ　10.5㎝角 特 等 Ｋ 60,000（背割有）～63,000（背割無）

正角３ｍ　12㎝角 特 等 Ｋ 55,000（背割有・無）～60,000

マ　ツ 平角４ｍ　10.5～12㎝×15～18㎝ 一 等 Ｋ 75,000

米マツ
正角３ｍ、４ｍ　10.5㎝角 特 等 Ｇ 54,000～56,000

平角３ｍ、４ｍ　10.5×15～21㎝ 特 等 Ｇ 55,000～

北洋アカマツ タルキ４ｍ　3.8㎝角 特 等 Ｋ 70,000～75,000

ホワイトウッド 間柱３ｍ　2.7㎝×10.5㎝ 特 等 Ｋ 57,000～

資料：岡山県森連勝山木材共販所市況速報、価格は中値。

注１：価格は、岡山県内の市場の相場を参考とした。

注２：区分のＫとは人工乾燥材、Ｇとは未乾燥材のこと。

製　材（４月）  

木　材（４月27日）  単位：千円／㎥

林 産 物 市 況
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事
務
局
で
は
、
会
員
の
方
か
ら
森
林
・

林
業
に
関
す
る
質
問
や
疑
問
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
等
、
身
近
な
話
題
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
会
員
も
継
続
し
て
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
送
付
先
】

〒
７
０
０
―
８
５
０
７

　

岡
山
市
北
区
内
山
下
２
―
４
―
６

　

岡
山
県
庁
林
政
課
内　

ま
た
は

〒
７
１
７
―
０
０
１
３

　

真
庭
市
勝
山
１
８
８
４
―
２

　

森
林
研
究
所 

木
材
加
工
研
究
室
内

Ａ
．
４
月
に
公
表
さ
れ
た
平
成
28
年

農
林
水
産
省
木
材
統
計
に
よ
る
と
、

岡
山
県
の
ヒ
ノ
キ
丸
太
生
産
量
は
、

２
２
９
千
立
方
㍍
で
、
平
成
24
年
か

ら
５
年
連
続
で
全
国
１
位
と
な
り
ま

し
た
。

　

県
で
は
、
「
新
晴
れ
の
国
お
か
や
ま

生
き
活
き
プ
ラ
ン
」
の
生
き
活
き
指

標
と
し
て
、
平
成
32
年
の
県
産
材
の

生
産
量
５
３
０
千
立
方
㍍
を
掲
げ
、

県
産
材
の
需
要
拡
大
と
林
業
収
益
性

向
上
対
策
を
推
進
し
て
、
林
業
の
成

長
産
業
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
ぼ
っ
け
～
木
に
な
る
情
報
】

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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平
成
二
十
九
年
五
月
一
日
（
第
四
五
三
号
）

（
隔
月
一
日
発
行
）

林

声

岡
山
県
林
政
課
内
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
│
四
│
六

編
集

発
行

〒700-8750

　
新
見
市
が
平
成
28
年
度
、
旧
正
田
幼

稚
園
跡
地
に
整
備
し
、
平
成
29
年
４
月

５
日
に
開
園
し
ま
し
た
。
園
児
は
、
70

人
（
６
ク
ラ
ス
）
で
、
木
造
平
屋
建
て

延
べ
床
面
積
約
６
７
０
平
方
㍍
。
県
産

材
な
ど
９
４
．
４
立
方
㍍
を
使
用
。
ア

プ
ロ
ー
チ
の
屋
根
に
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
使
わ

れ
て
い
る
。

（
新
見
普
及
指
導
区
）

「
新
見
南
認
定
こ
ど
も
園
」

森
林
・
林
業
施
設
の
紹
介


